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～『歴史総合』の試みを事例として～
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1．地理歴史科の科目構成はどう変わったか

Ⅰ 「歴史総合」の構想

世界史必修の廃止
それまでの日本史A・世界史Aに代わる「歴史総合」の創設

1947年に「日本史」「世界史」体制が
高等学校に成立して以来の新しい枠組み科目



2．「歴史総合」の構想の際に留意したかったこと

①必履修科目である以上，受験の有無にかかわらず全ての高校生が
歴史を学ぶ意味について実感できるものとする。

②後続選択科目である「日本史探究」「世界史探究」の近現代史と
重複した学習論（通史学習）にならないものとする。

③ 後続選択科目の「日本史探究」「世界史探究」を履修しない生徒にとって，
小・中・高等学校での歴史学習の総仕上げとなる科目にする。

④学習指導要領改訂の柱である「主体的対話的で深い学び」が可能な科目にする。

生徒自身が探究する「問い」の構築を重視する
テーマ史的な構成を採用

なぜ、「問い」を重視するのか



(1)本当はどっち？

次の資料１，資料２のいずれかは，それぞれ韓国および日本の中学校の歴史の教科
書の記述です。韓国および日本の教科書がどちらであるか考えて下さい。

【資料1】

【資料2】

事実の選択の違い

「説明・解釈」の違い

3．歴史教育の課題～歴史における事実と解釈～



(2)歴史認識（社会認識）の構築性（現代歴史学の手法）
～『歴史のための闘い』（1953年，リュシアン=フェーブル，平凡社ライブラリ，p.18）
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歴史は全て選択にほかなりません。（中略） 歴史家は明確な意図，解明すべき問題，
検証すべき作業仮説をいつも念頭において出発します。そのような理由から，歴史は
まさしく選択なのであります。
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歴史は全て選択にほかなりません。（中略） 歴史家は明確な意図，解明すべき問題，
検証すべき作業仮説をいつも念頭において出発します。そのような理由から，歴史は
まさしく選択なのであります。



①東アジアの“歴史書”

二十四史（二十五史、二十六史とも言う）

・政権の正統性を主張するための、自国の政治の流れ

○中国：

「正史」 他の歴史は容認されない 偽史・野史

(3)それ以前の歴史～歴史教育は何を語ってきたか～

六国史・武家政権による史書・大日本帝国による史書○日本：

○琉球・朝鮮・ベトナム

②ヨーロッパ近代歴史学の成立

ランケ（独：Leopold von Ranke 1795－1886）

「近代歴史学の父」 「それは事実いかにあったのか」
を探究する実証主義的な研究法

・国家（および国家関係）単位の歴史叙述

【主著】『ドイツ史６巻』『プロイセン史9巻』
『フランス史』『英国史』 『世界史概観』

19世紀の「国民国家・ナショナリズム」の高揚を支える歴史学

これまでの
歴史教育の語り

知識・理解
の歴史

新しい正史

政治史中心



2．「歴史総合」の構想の際に留意したかったこと

①必履修科目である以上，受験の有無にかかわらず全ての高校生が
歴史を学ぶ意味について実感できるものとする。

②後続選択科目である「日本史探究」「世界史探究」の近現代史と
重複した学習論（通史学習）にならないものとする。

③ 後続選択科目の「日本史探究」「世界史探究」を履修しない生徒にとって，
小・中・高等学校での歴史学習の総仕上げとなる科目にする。

④学習指導要領改訂の柱である「主体的対話的で深い学び」が可能な科目にする。

生徒自身が探究する「問い」の構築を重視する
テーマ史的な構成を採用

なぜ、「問い」を重視するのか 現代的歴史アプローチ

（再掲）



1．「歴史総合」の項目立て

【図1：「歴史総合」の大中項目】

→留意点①に対応し，
多様な生徒が学ぶ意義が
実感できる科目として

「○○と私たち」

＝レリバンス（関係性）の創出

Ⅱ 「歴史総合」の内容構成と「問い」の位置づけ



Ａ

Ｂ

Ｃ 国際秩序の変化や大衆化と私たち

D

（2016年6月13日 中央教育審議会教育課程部会 社会・地理歴史・公民ワーキンググループ
配付資料8-1「高等学校学習指導要領における『歴史総合（仮称）』の方向性①（案）」より）

通史ではなく，三つのテーマ学習として構想



【図1：「歴史総合」の大中項目】

2．単元展開の一例：「Ｂ 近代化と私たち」

事例の出典：国立教育政策研究所
『「指導と評価の一体化」のための学習
評価に関する参考資料』2021，pp.88
-116）

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r030820
_hig_chirirekishi.pdf



【大項目（大単元）「Ｂ 近代化と私たち」 の展開例 （20時間程度）】



【中項目「(1)近代化への問い」 （小単元１）の展開例 （2時間）】



【中項目 「(3)国民国家と明治維新」 の小単元５の展開例 （5時間） 】



【中項目 「(4)近代化と現代的な諸課題」 （小単元６）の展開例 （3時間）】

(1)生徒自身の「問い」
個人的レリバンス

(4)現代的な諸課題への「問い」
社会的レリバンス

教育におけるレリバンスは「一つは，我々人類の
存亡に関わる世界が直面している諸問題との関
連としての社会的レリバンス．もう一つは，自己の
実存的尺度に基づく真実・興味・意味といった個
人的レリバンス」
（ブルーナー，『教育の適切性』1972，p.204）



3．「歴史総合」の項目構成の構造

生徒にとって身近な生活や社会変化を
表す近代化に関連した資料を様々に取
り上げながら，生徒が興味・関心を持
ったこと，追究したいことなどについ
て，自分自身の「問い（疑問）」を見
つけさせる

生徒自身の「問い」

【大項目Ｂ「近代化と私たち」の構造と「問い」】
（国立教育政策研究所『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』p.95）

（文部科学省『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説地理歴史編』pp.128-129をもとに二井作成）

(1)で生徒が見つけた疑問を踏まえな
がら，教師は生徒たちの見つけた「
問い（疑問）」が深化し，新たな「
問い（疑問）」の発見につながるよ
うに学習内容を工夫しながら授業を
進める

「問い」の深化・発展

(1)から(3)までの学習を踏ま
え，現代的な諸課題が近代
化とどう関わっているのか
について主題を設定し，考
察・表現する

現代的な諸課題
への「問い」

大項目ＢＣの(4)ではテーマは教師が設定しても生徒が設定しても良いが，
大項目Ｄの(4)では生徒自身がテーマを設定する。



4．「歴史総合」の探究と留意点①～④への対応

【図3：「歴史総合」探究イメージ】
二井作成

①必履修科目である以上，
受験の有無にかかわらず全ての高校生が
歴史を学ぶ意味について実感できるものとする。

→“自分事”の「問い」によるレリバンスの担保

②後続選択科目である「日本史探究」「世界史探究」

の近現代史と重複した学習論（通史学習）にならない
ものとする。

→「問い」に基づく主題学習の論理の導入

③ 後続選択科目の「日本史探究」「世界史探究」を
履修しない生徒にとって，小・中・高等学校での
歴史学習の総仕上げとなる科目にする。

→現代的諸課題の理解のための歴史活用

④学習指導要領改訂の柱である「主体的対話的で深い
学び」が可能な科目にする。

→「問い」に基づく探究活動の実施
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Ⅲ 課題と意義

①依然として通史としての歴史を生徒に“与える”授業が数多く見られる。

・自らの「問い」を探究する「歴史総合」は，“権威”が規定し与えてきた
通史としての歴史，つまり，生徒にとっては“与えられた”歴史を，

生徒ひとり一人に“取り戻す”意義がある。

＝通史学習から脱却できていない教師のビリーフ

「歴史を取り戻す」ための作業＝ここでは，拙くても良いので
「自分の『問い』によって過去を再構築する作業」

新科目創設＝歴史教育への現代的アプローチ
歴史教育の新しい可能性を拓くまたとないチャンス
課題も多いが，修正・発展を願っている

②内容知が過多。

＝指導要領への批判，教科書にも影響

(1)課題

(2)成果

＝歴史とのつきあい方を認識する作業


